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平成18年度入学式

平成18年度入学式が、4月4日（火）午前10時
から記念講堂において挙行された。当日は天
候にも恵まれ、開式は10時であったにもかか
わらず、朝早くから希望に満ちた表情の新入
生が校門をくぐっていた。
式は、国歌斉唱、永井正博薬学部長の学事

報告の後、多くの出席者が見守る中、各学部
ごとに新入生全員が呼名された。清水秋雄学
長から入学許可が宣言されると、この日より
大学生となる感激を新たにしている様子だ
った。
さらに学長の告辞の後、新入生を代表して

歯学部歯学科片岡駿也君から宣誓があり、続
いて成績の優れた新入生に対し、奥羽大学影
山晴川育英奨学金が授与された。来賓の影山
英之理事長、父兄会を代表して坂口亘弘歯学
部父兄会長から祝辞があり、最後に教員が新
入生とその保護者に紹介され式を終了した。
なお、奨学金を授与された新入生は次のとお
りである。

歯学部　歯学科　小野寺由香
〃　　児玉　節子

薬学部　薬学科　大沼洋一郎
〃　　山本　史高

告　　辞

学　長　清　水　秋　雄

本日、平成18年度奥羽大学入学式を挙行す
るに当たり、ご来賓の晴川学舎理事長影山英
之先生はじめ、役員・関係各位のご臨席を賜
り、また多くのご父兄のご列席を戴き、衷心
より御礼申し上げます。
新入生諸君、晴れてこの良き日を迎え、今

日までの努力に対し敬意を表するとともに、
ご父兄ともどもお喜びのこと、同慶のいたり
であります。
本年度入学式は、歯学部第35期生ならびに

6年制初の薬学部第2期生を迎え、本学にとっ
て昨年に引き続き特記すべき式であります。
医療系学部として、よく用いられる医、歯、

薬、また医歯薬三師という用語があります。
これは、三者が一体的な密接な関係にあるこ
とを示しています。医学、歯学部は、既に6

年制の医療、社会医学系教育を重視した体制
をとっています。薬学部もこれに準じ、6年制
へと移行することになり、医療の核となる医
歯薬学の教育体制が整ったことになります。
すなわち、患者の視点に立った、人間性豊か
な医療人の育成に的が絞られてきました。
諸君が幼少期に思い描いた進路には、かな

り幅があり、揺れ動いていたことでしょう。
学年が進むにつれ、特に受験期には具体的に
決めなければならず、結果、本学の学部を選
択しました。本日の入学式を機に、将来の進
路を現実に示したことになります。
かつて、医療は治療そのものでしたが、今

日では疾病像、健康観、医療事情が変化し、
健康な人には健康増進や予防を、病気をもつ
人には治療を、治療後には機能回復をと、医
療内容の幅が広がり、健康状態全般を包含す
るようになりました。最近では、国策として
も寿命の延長から、生き生きとした社会生活
が送れる健康寿命を如何に延ばすかに転換
し、国民自身も病気に罹る前の健康管理、予
防に関心を持つようになりました。
かたや医療の対象は、すべての年齢層に跨

がっていますが、特に病気の好発期にあり、
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蓄積する高齢者の医療需要が増加傾向にあ
り、さらに人口構造の変化による需要量の急
増が見込まれています。高齢者は、身体、生
理、精神的機能が減退し、それに伴う病気の
多発、日常の生活動作の低下をきたし、対応
に細心の配慮を要する年代層であります。
本学には、多様な健康状態の、幅広い年齢

層を対象とする医療の現場において、それに
対応し得る教育プログラム、施設、教員スタ
ッフが整備されています。
諸君には、大学の諸施設を有効に活用し、

またクラブ活動仲間、教職員、さらに社会的
活動を通じた幅広い人間的交流によって、本
学の建学の理念である「人間性豊かな有為な
医療人」へと接近するよう念じています。
諸君は、将来の医療を担う要員として、地

域社会から大きな期待を寄せられています。
それに応えるべく、学問の修得には厳しく臨
み、思いやりのある、温かい医療が施せる医
療人を目指し、健康で充実した学生生活を送
るよう願い、告辞といたします。

祝　　辞

理事長　影　山　晏　弘

おめでとうございます。
只今、学長から本学に入学を許可された皆

さんの胸中は、喜び一入のことと思います。
これは皆さんの努力の成果であることは紛

れもないことですが、同時に、ご父兄の深い
ご理解と温かい励ましの賜であることも忘れ
てはなりません。
本日は、本学の原点である創立者について

お話しします。
今でこそ、教育と医療の扉は、多くの人に

開かれておりますが、20世紀前半は経済的に
恵まれた家庭の子弟でなければ、満足な教育
や充分な医療を望むことは許されない時代で
した。なかでも創立者の家庭はとても貧しく、
小学校に通うだけが精一杯の経済状態でした
ので、14歳のとき、左肢に大きな怪我を負い
ましたが、充分な手当てを受けることも出来

ませんでした。それが元で、17歳の時には歩
行不自由な身体障害者になってしまいました。
それ以来、治ることのない骨髄炎の手術の

繰り返しで、全身に受けた疵痕は50歳の時に
は30数ヶ所にもなりました。
不自由な毎日の生活の中での目標は、他人

様に迷惑を掛けない一人前の社会人として独
立することでした。
努力の甲斐あって、幾つかの職場勤めを経

験し、歯科技工士の手職を身に付け、独立を
果たしました。
次に目指したことは、社会的立場の弱い

人々の力になることでした。昼夜の別なく頑
張って、身体障害者の更生事業所を幾つか興
し、周囲から信頼を寄せられる身分になった
頃、あらためて、此処福島が、医聖野口英世
を輩出していても、歯科医療に関しては過疎
地であることを強く感じ、地域医療の振興の
ために歯科大学の設置を決心し、本学の前身
である東北歯科大学を創立いたしました。
創立者の座右銘は「志ある者 事遂に成す」
であります。「志」即ち人生における目標で
あります。人生に大切なことは、大きな夢と
高い目標を確りと持つことです。
一人のための世界や自分だけの未来などあ

る筈がないのですから、自分のしたいことば
かりを追及せず、相手や周りが今、自分に何
を望んでいるのかを考え、それに応えるため
の努力を続けることの素晴らしさを理解でき
る人間になっていただきたい。
学ぶことは、理解することです。大いに学

んでください。
建学の精神である「豊かな人間性」がそこ

にあります。
皆さんは「歯科医師」または「薬剤師」を

目指して、今その道を一歩踏み出したのです
から、何としても達成していただきたい。本
日同席した皆が、そのことを希っております。
皆さんには協調性と主体性を身につけた、

ゆとりと思いやりのある人間になっていただ
きたい。そして若い力と心意気で、規律ある
平和な未来社会を築き上げてくれることを希
っております。
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新入生の皆さん、元気で頑張って下さい。
本日はおめでとう。

祝　　辞

歯学部父兄会長　坂　口　亘　弘

平成18年度、奥羽大学新入生の皆さん、ご
入学おめでとうございます。
又、ご列席のご父兄の皆様、お子様達のご

入学、誠におめでとうございます。心よりお
祝い申し上げます。
歯学部、薬学部の父兄を代表いたしまして、

ご祝辞を申し上げます。
昨今、確たる目的意識もなく、定職に就か

ない若者が増える中、将来は歯科医師に、薬
剤師にと、はっきりした志をもって、本学に
入学された皆さんは、大変すばらしい選択だ
と思います。しかし、本年度より、世の中の
要求に答え、より質の高い人材を育成するた
めに、歯学部においては、卒後1年間の臨床研
修が必修となり、薬学部においては、6年制へ
の移行と大きな制度変更が実施されました。
ご父兄の皆様には、就学時間の増加に伴い、

経済的負担も増え大変ですが、新入生の皆さ
ん、これから6年間、緑豊かな学び舎で、奥
羽大学建学の精神である、「豊かな人間性」
「国際性と主体性」を培い、質の高い医療人
を目指して悔いのない充実した学生生活を送
られる様、切に希望いたします。
最後になりますが、奥羽大学父兄会は、大

学の整備発展に協力し、学生の修学と福祉に
寄与するとともに、会員相互の親睦を図るこ
とを目的としております。
本校の更なる発展と、学生達全員の所期目

的を達成するよう、皆様方のご協力の程をお
願いいたしまして、お祝いの言葉とさせてい
ただきます。
本日は、誠におめでとうございます。

宣　　誓

新入生代表　片　岡　駿　也

本日は、私達一同にとりまして生涯忘れる
ことのできない大きな喜びであります。
ただ今、学長先生の告辞をいただき、大学

生としての自覚と責任の重大さを強く認識い
たしました。
私達入学生一同は、ひとときの喜びにおごる

ことなく、一日一日の積み重ねを大切にして、
建学の精神を尊び、学則を守り社会に役立つ人
間を目指し、学業に専念することを誓います。
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影山晴川育英奨学金授与式

この奨学金は、奥羽大学創立者の故影山四
郎氏の遺族よりの寄付金を基金として平成2年
3月30日に設立されたものであり、成績・人物
ともに優秀な学生に給付されるものである。
本年度は次の学生6名に対し、この栄えあ

る奨学金が給付されることとなり、去る4月
18日（火）、学長室において清水秋雄学長から
奨学金とメダルが授与された。
歯学部歯学科
第３学年　小松　紀子　　熊野　　毅
第４学年　横山　絵里　　田中　克典
第５学年　堀　　佑輔　 G雄　　亮

第99回歯科医師国家試験

第99回歯科医師国家試験は2月11日（土）・12

日（日）に行われ、その合格者が4月5日（水）に発
表された。
本学の合格者は新卒者が68.3％で、既卒者

を含めた総数では65.6％であった。

歯学部新入生学外研修

平成18年度新入生学外研修（新入生オリエ
ンテーション）は4月6日（木）・7日（金）の両日、
福島県岩瀬郡天栄村大川羽鳥湖自然公園にあ
るブリテッシュヒルズにおいて実施された。
今回はさらに近くの天栄村交流促進センター
のフェステバルパーク・天栄も研修施設とし
て用い、それぞれ特色ある雰囲気の中で、研

修を行うことが出来た。
参加者は95名、引率者は歯学部長、学年主

任（学生部長）、クラス担任とカウンセラー
車田文雄講師、看護部降矢香奈子看護師、学
生課谷代尚人主任、櫻井映理子事務職員のほ
か、今回は態度教育を重視し、1学年の病院
体験学習の担当者である板橋仁講師と、菅野
勝也、江口和彦、長田智久、G崎俊輔の4名
の病院助手も加わった。
第1日目は英国の伝統と重厚な雰囲気の中

で開講式などが行われ、午後からフェステバ
ルパーク・天栄に移動し、ここでは開放的な
雰囲気の中で、「エンカウンターグループ」
を行った。自己紹介から始まる様々なプログ
ラムの中で、新入生の緊張と不安は徐々に取
り除かれ、終了時はお互いに打ち解けた雰囲
気となり、会話も弾んでいた。ブリテッシュ
ヒルズに戻り、クラス担任、病院助手とのミ
ーティングでは、学生生活をはじめ勉強法な
ど熱心な話し合いがなされた。
第2日目は「アクティビティ」で小グルー

プに分かれ、外国人スタッフとの交流を通し
て、英会話、スヌーカー、クッキング、アロ
マテラピー、ブリテッシュスポーツを楽しみ
ながら、異文化に触れることが出来た。今回
の研修も男子学生はネクタイ着用で、身だし
なみを重視し、態度教育の一環としても有意
義な2日間であった。

（鈴木　陽典）
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薬学部フレッシュマンキャンプ

今年も1年生のフレッシュマン・キャンプ
（FC）が4月6（木）・7日（金）、昨年同様「裏磐梯猫
魔ホテル」を会場に開催されました。希望に満
ちた入学生が一堂に集い、6年間共に過ごす仲
間との有意義な時間を共有し、薬学を学ぶ意義
や薬学生としての心持ちを真剣に学びました。

4月6日（木）、出発に先立ち、清水秋雄学長
より「高齢者の医療を考える」をテーマに講
演を頂き、バスにて研修先に向かいました。
初日はこれから始まる大学生活に早く溶け込
めるよう仲間作りに力点を、2日目は医療の
担い手になるという意識を持つために学長講
演のテーマをもとに話し合いを行いました。
今回のFCで新入生は多くの友達との出会い

の機会を得、奥羽大生活の始まりに相応しい楽
しく有意義な時間をもったことと思います。この
FCがこれから築き上げる1年生の素敵な奥羽
大ライフの種となれば幸いだと思っています。
最後に、同行して頂いた清水秋雄学長をは

じめFCスタッフの皆様に心よりお礼申し上
げます。ありがとうございました。

4月6日（木）
8：30 集合
9：00 学長講演「高齢者の医療を考える」

学長　清水秋雄
10：20 バスへ移動
10：45 出発
12：15 チェックイン、昼食
13：30 オリエンテーション、

アイスブレーキング
16：00 構成的グループエンカンター

（クラス別）
18：30 親睦夕食会
20：00 ナイトプログラム
23：00 就寝

4月7日（金）
7：00～9：00 起床及び朝食
9：00 グループディスカッション（学長

講演のテーマをもとにディスカッ

ションを行った）
10：30 グループごとの発表
11：20 昼食
12：20 バス移動で大学へ
13：30 解散（1号館前）

（野沢　幸平）

大学院歯学研究科入学式

平成18年度大学院歯学研究科の入学式は、
4月6日（木）に行われた。清水秋雄学長、天野
義和歯学部長、鈴木康生大学院研究科長及び
大学院教授の列席のなか、まず3名の新入生
の入学が許可された後、清水学長より、告辞
が述べられた。新入生が在学中に大きな成果
を挙げることが期待される。
（大学院入学者）

今田　玲美
長O 慶太
和田　隆史
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附属病院

平成18年度登院式

歯学部5年生の登院式が、4月5日（水）の午後
1時から臨床講義室においておごそかに挙行
された。式には天野歯学部長、清野病院長お
よび関係教職員が出席した。登院する91名が
呼名された後、歯学部長より健康に十分に留
意し人間性豊かな歯科医師をめざして実習、
勉学に励むよう訓辞があり、次いで病院長か
ら診療部門の一員としての自覚を持って診療
参加型臨床実習に取り組むよう訓辞がなさ
れた。
今年度から新たな臨床実習体系となり、プ

レクリニック（臨床予備実習）が4月10日（月）
から7月8日（土）、その後本格的な診療参加型
臨床実習が7月10日（月）から平成19年の6月30

日（土）までおこなわれ、その間、朝の50分間
は基礎系と臨床系の教員による臨床セミナー
が組まれた。さらに学年主任、クラス担任お
よびチュータの計13名による、きめ細やかな
個別指導体制も整えられた。
新たな体制により、学習が促進され実り多

き臨床実習になることを期待するものである。
（大野　敬）

歯科医師臨床研修開始式

平成18年度歯科医師臨床研修は、去る4月
10日（月）に開始式が挙行され、61名（本学卒
業生56名、他大学卒業生5名）が本学附属病
院歯科臨床研修医として登録された。開始式
では天野歯学部長より「患者中心の全人的医
療を理解した上で、歯科医師としての人格を
涵養し、すべての歯科医師に求められる基本
的・総合的な歯科診療能力を身につけ、生涯
研修の第一歩とする」との歯科医師臨床研修
の目的について挨拶があった。さらに清野病
院長より、安全で安心な治療を目標とした研
修への訓辞が述べられた。
今年度からの歯科医師臨床研修は、「診療

に従事しようとする歯科医師は、1年以上、
歯学若しくは医学を履修する課程を置く大学
に附属する病院又は厚生労働大臣の指定する
病院若しくは診療所において、臨床研修を受
けなければならない（歯科医師法第16条の2

第1項）」、「臨床研修を受けている歯科医師は、
臨床研修に専念し、その資質の向上を図るよ
うに努めなければならない（歯科医師法第16

条の3）」、「厚生労働大臣は、臨床研修を修了
した者について、その申請により臨床研修を
修了した旨を歯科医籍に登録するとともに、
「臨床研修修了登録証を交付する（歯科医師
法第16条の4）」、「臨床研修修了歯科医師でな
い者が診療所を開設しようとするときは、開
設地の都道府県知事等の許可を受けなければ
ならない（医療法第7条第1項）」、「病院又は
診療所の開設者は、その病院又は診療所を臨
床研修修了歯科医師に管理させなければなら
ない（医療法第10条第1項）」、等で義務化さ
れた初年度がスタートした。また、さらに今
年度は、本学歯学部附属病院単独型歯科医師
臨床研修プログラム（本学附属病院のみ）と
本学歯学部附属病院複合型歯科医師臨床研修
プログラム（本学附属病院8ヶ月と協力型研
修施設4ヶ月）に応募した歯科医師臨床研修
医のマッチングの初年度でもあり、多くの関
係者が見守る中での式典であった。
研修歯科医師が自発的かつ積極的に研修



（8） 奥　羽　大　学　報

し、多くの症例を通して基本的な技術・知識
はもとより、歯科医師としての社会性や人間
性も学び、充実した研修期間となることを期
待する。

（高橋　和裕）

歯科専門学校（歯科衛生士科）臨床実習
オリエンテーション

本学の姉妹校である東北歯科専門学校、歯
科衛生士科2年生（57名）の臨床実習は、本
学附属病院をはじめ県内の医療機関、保健セ
ンター等で実施されます。本院での臨床実習
は4月5日（水）から12月20日（水）まで行われます
が、それに先立ち、午前9時よりオリエンテ
ーションを開催しました。医療人としての心
構え、実習心得、附属病院の概要などの説明
およびスタッフ紹介が行われ終了しました。

（和高　明美）

旅客機上での乗客の救命

昨年夏、附属病院内における万が一の事態
に備え、全職員に対する救命講習が行われま
した。しかしながら、院外で救命の現場に遭
遇することはないだろうと考えておりました
が、本学大学院 伊藤寛先生が偶然にも旅客
機内で乗客の救命処置を経験しました。2月
27日、搭乗した国内線（福岡発→羽田着）は
乱気流のため、機体は大きく揺れ続け、ベル
ト着用サインは常灯していました。乗客急変
の知らせがあり、医療関係者の呼びかけに応
じたところ、乗客は意識が低下しており、酸
素投与下にモニターを装着し、静脈確保の準
備をしている間に状態が回復してきたために
点滴は確保せずに経過観察としました。スト
レッチャーにて搭乗口まで搬送し、家族に引
き渡されていきました。数週間後に航空会社
より礼状と記念品が送付され、日頃の救命コ
ース研修がいざという時に非常に役立つ事を
実感しました。院内での救命講習会も継続的
に行っていきたいと思います。

（山O 信也）
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私が薦める一冊の本

『二十歳
は た ち

のエチュード』

（原口　統三著、角川文庫）
本書と出会った時、まさに私も二十歳であ

った。全共闘運動に挫折し、鬱屈した日々を
悶々と過ごしていた。この運動から脱落した
私は、魂の拠り所をもとめて書籍の森の中を
彷徨った。そのさなか、私は本書に遭遇した
のだった。
一高生であった原口統三は純粋さを突き詰

め、結果、昭和21年10月、19歳と10ヶ月で、
湘南の海に歩み入り自殺を遂げた。本書は、
原口の遺稿集である。当時、私自身死を思わ
ない日は無かったから、原口が二十歳満たず
して自死した事実にはさほどの衝撃は受けな
かった。それよりも本書中で発揮される原口
のフランス語力に圧倒され打ちのめされたの
だった。ランボー、ボードレール、ヴァレリー
などフランス文学の錚々たる作家が原文を含
め自在に引用されている。ここで私の原口に
対するフランス語コンプレックスが生まれた。
19歳と数ヶ月の原口がここまでフランス語を
読みこなせているのに、なぜこの私には読む
ことができないのか。まずは私の勉強不足だ
った。その後、本書は私のフランス語力を推
し量る基準となり、自分のフランス語力の進
歩を確認するため、時を置いては読み返すこ
とになった。原口に追いつき追い越せ。しか
し、何年経っても原口を越えた気がしない。
そして、ある時、思い知った。死を覚悟した
人間のすさまじさには到底かなわないと。
純粋さを求めて永遠の生に到るのか、死に

到るのか。原口は死を選んだ。ふと我にかえ
れば、この私は純粋さを求めることも忘れ、
むなしく馬齢を重ねている。しかし、自らの
生の歩みを止めることのできない私という凡
人でも、一瞬一瞬を大事に生きることはでき
る。読み返すごとに本書は、そんなことを私
に思わせてくれる。角川文庫版は手に入りにく
いが、昨年『定本二十歳のエチュード 付 死人
覚え書』（ちくま文庫）として復刊され容易に
入手可能となっている。 （藤井　史郎）

余　滴

イギリスの各所を訪ねていて、きまって感
心させられることがある。それはイギリス文
化のゆたかな恵みということである。よく知
られているように、大英博物館等の文化施設
の入場は基本的に無料であり、特別展の入場
料も低廉である。施設の大きさと多くのスタ
ッフを考えると、これは驚くべきことである。
国家からの補助金の他、入場者や篤志家から
の寄付・関連グッズの販売など、無料入場を
維持するための必死の努力にとても感動す
る。筆者は英国石炭採掘業の実態を知るため
に、新築された大英図書館をたびたび訪れた
が、カードの発行、図書や各種施設の利用等、
私的利用（コピーや飲食）を除いて、すべて
無料であった。所蔵図書の豊富さも抜群で、
日本ではとても入手できない第一級資料を多
数調査することができた。
この各種施設の無料利用政策は、研究者・

留学生・観光者・市民等にとってはゆたかな
恩恵である。一見地味な外観の建物ではある
が、館内は快適でゆったりしていて、入場者
は鑑賞と思索に好きなだけ身をまかせること
ができる。こういった文化的な施設は経済活
動だけでは得られない、人間としてのゆた
かさを提供する貴重な場所ではないだろう
か？
あと一年で文学部も幕を閉じる予定であ

る。文学部教員の購入した各種研究・教育図
書が大学内外の研究者やその他の一般市民に
有効利用され、本学の文化政策のゆたかさや
恵みを実感してもらうことはできないだろう
か？懐の深いイギリスの文化政策に感嘆しな
がら、最近はこんなことを夢想している。

（石川　勝久）
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歯学部同窓会

皆様お元気でお過ごしのことと思います。
私は平成13年から奥羽大学歯学部同窓会学

内支部長の6期生、清野晃孝です。
平成17年度は会員数169名の大所帯であり、

役員は副支部長：板橋　仁（9期生）、副支部
長：千葉　有（14期生）、会計：中川敏浩
（12期生）、監事：車田文雄（6期生）、監事：
佐藤　純（12期生）で運営しております。
現在、まさに年度末であり、当学内支部は

それぞれの都合により退職者が少なくなく、
寂しい限りです。さらに表現は決して良くあ
りませんが、開戦前夜の緊迫感の中にあるの
は私だけでしょうか。それは、4月1日（土）か
らの新歯科医師臨床研修制度の施行と診療報
酬改定です。奥羽大学歯学部附属病院は臨床
施設群（昔の複合型）の管理型施設としての
第一歩を踏み出すことになり、期待と不安が
交錯しています。
当院のプログラムを紹介しますと、12ヶ月

全て当院で研修する単独型90名と、8ヶ月を
当院、4ヶ月を協力型施設の1ヵ所で研修する
複合型が30名の定員でマッチングを行いまし
た。全国のマッチング率は93.9％であり、当
院に対して本学以外の希望者も20名以上いま
した。もちろん国家試験合格発表後に研修医
数が確定しますので、学内支部が何人の新入
会員を迎えることができるかはまだ分かりま
せんが、学内支部発足以来、最大の会員数に
なることでしょう。

18年度の歯科医師臨床研修を、指導医およ
び病院スタッフが一丸となり充実させること
が、いずれ全国の学生から選ばれる病院にな
ることに寄与するものと確信いたします。
本学では教員としての資質の向上のためワー
クショップを定例開催し、学部教育と歯科医
師研修の充実を目指しております。同窓の皆
様の更なる叱咤激励をお願いいたします。

（清野　晃孝）

同 窓 会

岩崎　正喜

（歯学部5期生）

桜が咲き、新入生が大学
にも入ってきてフレッシュ

なエネルギーがみなぎってる頃だと思います。
この度は群馬県同窓会長の加藤先生より今

回の原稿を依頼され大変恐縮しております。
学生時代には今はなき日進荘に住み、代々

受け継がれてきた先輩方を手本とした生活を
送り、寝食を共にすることで良き仲間にも出
会うことができました。週末には私自身と同
様に、所在がつかめない藤田先生や橋本（隆）
先生や大野教授などと、携帯電話の無い良き
時代を過ごし、自由奔放な生活を続けた結果、
遂には大家の寝室と襖ひとつで区切られた隣
の部屋に移動させられることとなったこと、
大学の自由な環境の中で仲間達と飲み明かし
たり、校内で騒ぎあったりしたことも楽しか
った良き思い出です。このような生活を続け
ながら無事6年で卒業し、卒後は群馬大学に
勤め斉藤先生をはじめとする良き先輩方に公
私にわたりご指導していただき、楽しい病院
勤務・医局員生活を経験しました。大学で学
んだ知識や技術が実際の現場において生かさ
れることに感動し、公立大学卒の先生と同じ
レベルと知り、それが同時にわずかな自信も
得ることにもつながりました。また様々な先
生方と出会うことでお互いに影響を与えあ
い、高めあうことができたと思っています。
その後薮塚という小さな町で開業し、患者

さんの要求に応えることを目標に現在も日々
精進しております。歯科が、人間らしく生き
る最初の第一歩である食欲を満たす入り口で
あり、QOLを高めるものと感じております。
水津先生のエンド、村岡先生の総義歯、シー
クエンシャルオクルージョン、マルチループ
エッジワイズ、片山先生のペリオ、TMJへの
アキシオグラフなど、何か困ったら聞いてく

同窓生のひろば
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今田　将文

（英文科14期生）

大学を卒業して、もうす
ぐ1ヶ月経とうとしていま

す。大学生活4年間は思ったよりもあっとい
う間に過ぎ、すでに社会人としての1年目が
始まっています。
大学では4年間でいろいろなことがあり、

中にはあまり経験できないようなこともあり
ました。特にアメリカ・シアトル、カナダへ
の海外研修はとても良い経験になったと思い
ます。シアトル・ワシントン大学での授業だ
けでなく、ホームステイも経験できたこと
が何より楽しく、良い経験、思い出になりま
した。
現在は、大学生の頃と全く違った生活にな

っています。大学生の頃は、毎日、授業に出
る時間が異なり、かなり不規則な生活でした。
今は当然ながら、出勤する時間が同じなので
毎日規則的な生活を送っています。
今は主に果物を扱った仕事をしています。

扱う物は果物そのものや加工品など様々で
す。仕事内容も事務的な仕事や通信販売、直
営店の手伝いなど様々です。とにかく覚える
ことがたくさんあるので忙しい日々が続いて
います。また、ほとんどの仕事が今までに経
験したことのないことで、慣れるまでにはも
うしばらくかかりそうです。
私の地元は山形なので、これからさくらん

ぼの季節になります。そうするとさくらんぼ
の注文などが多くなり、これからより一層忙
しくなります。しかし、それを乗り切って、
この仕事を続けていくことができると信じ、
これからも精一杯頑張っていきたいと思い
ます。

―㈱ジェイエイてんどうフーズ勤務―

ださい。同胞の先輩から後輩に残せることは
何でも教えます。信じてそれのエキスパート
になる。するとなにかが見えてくるようです。
摂食嚥下に取り組む先生も多いでしょう。参
考になる本やビデオも在ります。先輩を使い
ましょう。日々発展を遂げる医学に終着点は
無く、医学の本質がそうである以上、新しい
知識や技術を身につけて自分自身を高め成長
させていくことは不可欠であり、50歳になっ
た今も在宅診療や矯正の方法を学ぶ講義など
を通じて気づけることや学ぶことは多く、改
めてこの職業の難しさや奥深さを実感すると
共に、それを学び生かせる喜びを感じていま
す。今では生涯にわたってひとつひとつ積み
上げてきたことに満足感を得られるこの職業
に就いて本当によかったと思っています。卒
業してから20数年がたった今も「通過点」に
過ぎず、この先何年経ってもその時もまた
「通過点」なんだと思っています。
最後に驚きの症例を経験しました。下の写

真をよく見てください。このヒトは助かりま
した。ラッキーな人なんですね。
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新任指定職紹介

歯学部長
天野　義和

この度、歯学部長を務め
させて頂くことになりまし

た天野義和です。
他の人よりも優れた才能の持ち合わせや秀

でた指導力がある訳でもなく、歯学部長とい
う役職に甚だ不安を感じているのが現状です
が、皆さんに協力をして頂き、何事にも前向
きに臨みたいと思っています。
現在、先ず最初に取り組むことは、大学基

準協会と医療系大学間共用試験実施評価機構
への加入ですが、これは今まで築いて来られ
たものに更に検討を加え教職員が一丸となっ
て対処しております。
学生に対しては、建学の精神である「人間

性豊かな歯科医師を育てる」には勿論幅広い
教養を身につけることは当然ですが、情緒豊
かにして感性を養い、情操も豊かにして道徳
的かつ芸術的な知的感情をいかにして身に付
けさせるかを検討したいと思っています。
教育に対しては1、2年次では基礎的学力を、

3、4年次には専門的学力が身に付き、5年生
ではこれらを基に十分な病院実習が行えるよ
うに、そして6年次では今までに学んだ学力
の向上が図れるよう教職員一同が努力して行
きたいと思っています。
国立と異なり、私立の特徴は多くの学生を

卒業させ、国家試験に多くの人を合格させる
ことにあると考えております。
学外においては同窓の先生方に本学歯学部

の更なる発展のため色々とご協力頂くことと
思いますがどうか宜しくお願い致します。

文学部長
青木　義孝

このたび改めて文学部長
に任命されました。よろし

くご支援ご鞭撻をお願いいたします。
文学部は、残念ながら、平成19年3月末で

姿を消す運命にあります。これまでに文学部
を巣立って行った卒業生は4,064名に上りま
す。今年度の学生は4年生46名のみであり、
この諸君が文学部最後の学生になります。教
員も学部閉幕と同時に本学を去りますが、現
在は17名が文学部専任教員として留まってお
り、他に19名の兼担や非常勤の先生方の協力
を得て、毎週75コマの授業と夏季集中講義2

科目を展開して、学生諸君の必要に応えて行
きます。
現4年生の場合、ほとんどの諸君が卒業に

必要な124単位のうちの110単位以上をすでに
修得しており、これらの諸君は特段のことが
ない限り卒業に問題ありません。修得単位が
100単位に達していない学生も数名いますが、
それらの諸君にしても、頑張って卒業したい
という意思を表明しており、私たちもこの決
意が途中で挫けないことを期待しています。
学部としても、全員が卒業できるよう、特別
指導などで後押しする予定です。
日文と英文の学生には必修科目として、卒

業研究あるいは卒業演習があり、また、教職
志望者には教育実習が待っています。これら
の科目は特に自主的・積極的学習が不可欠で
あり、それぞれの分野での知識を深め確実に
するよい機会です。学生諸君が身につける知
識や技能は、人生において杖となり力になっ
てくれる筈です。学業に集中できる大学生活
最後の1年間に一人一人が自己形成に努め、
卒業後には周囲から信頼される人物になって
ほしいと願っています。
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附属病院長
清野　和夫

歯科医療を取り巻く環境
が社会的、経済的に大きく

変化しているなかで、本学附属病院に求めら
れる地域社会からの期待は膨らむ一方であり
ます。このような時期に附属病院長の職を拝
命し、その責任の重大さに身の引き締まる思
いがいたします。
本学附属病院は、地域歯科医療の中核病院

として、高度な先端歯科医療を提供するとと
もに、本学歯学部と東北歯科専門学校の教育
を担っています。今年度からは歯科医師臨床
研修が必修化され、これまで以上に多くの研
修歯科医を迎えることになり、より適切な運
営と管理が要求されるようになります。臨床
研修は、附属病院のほか、同窓の先生方を中
心とした全国30数か所の医療機関でも実施す
ることになります。このような時、最も重要
となるのが医療の安全性です。安全な医療の
提供は医療の基本であり、患者様が安心して
受けることのできる高度医療の提供こそが附
属病院の基盤であると思います。
幸いにも歴代の病院長を中心に培ってきた

安全で安心な高度医療の提供は地域社会に受
け入れられ、多くの医療機関から紹介患者様
が来院するようになりました。これからも、
より安全で安心な高度歯科医療を提供し、患
者様から親しまれる病院を目指して行きたい
と思います。
教職員の皆様とはもちろんのこと、同窓の

先生方とも共に歩んで行きたいと考えていま
すので、何卒、ご理解とご支援を賜りますよ
うお願い申し上げ、就任の挨拶とさせていた
だきます。

歯学部学生部長
鈴木　陽典

本学にとって本年度は大
学基準協会への加盟や、医

療系大学間共用試験実施評価機構への参加実
現に向けた重要な時期でありますが、学生部
委員の経験も浅い私が、学生部長の要職を拝
命することになり、その責任の重さを痛感し
ております。微力ではございますが全力を尽
くす所存でございます。皆様のご協力、ご支
援をよろしくお願い申し上げます。
本年度はモデル・コア・カリキュラムに基

づく新カリキュラムと旧カリキュラムの混在
する最終年で、来年度からは6年一貫教育の
新カリキュラムとなります。これらの再編に
伴い、1学年では新しい科目の取り入れや、5

学年では診療参加型臨床実習に即した科目が
昨年度より開始されておりますが、移行期に
は様々な問題を生じることもあります。学生
部では新カリキュラムへの円滑な移行が実現
できるように配慮し、学生、教職員の双方に
無理のない的確な教育環境の実現に努めたい
と思います。
学生部の使命の一つは、教育効果を十分に

発揮させるために、教育方法の改善に努力す
るということですが、これまでの学生部が推
進してきました、教育現場における学生と教
員および教員間の信頼関係構築のための情報
開示と共有、学生教員相互の評価システムの
確立および適正化につきましても継続してゆ
きたいと考えております。変革の時期ですが
常に教育理念を忘れず、事に当たりたいと思
っております。



（14） 奥　羽　大　学　報

文学部学生部長
加藤　幸一

文学部開設の年に本学に
お世話になって以来、瞬く

間に17年の歳月が流れました。文学部の歴史
とともに様々な学生を見てまいりましたが、
現在文学部には4年次生46名が在籍するのみ
であります。この46名が卒業する今年度末で
文学部は閉じられることになっております。
このような大学の節目の年に、学生部長とい
う大役を拝命し、責務の大きさを痛感いたし
ております。
学生部長は、学生の厚生、教学、就職の実

務を担当することとなっておりますが、最も
大きな使命は、今年度末に46名の学生を無事
卒業に至らせることでありましょう。心配さ
れる学生が何名かおりますが、それぞれの状
況を見極め、丁寧に指導してゆく必要があり
ます。教員相互の連携を図り、効果的な教育
が行われるよう工夫してゆきたいと考えてお
ります。微力ながら全力を尽くす所存であり
ます。
しかし、言うまでもなく単位の修得も卒業

も学生自身が自らの努力によって成し遂げる
ものであります。学生諸君がより一層奮起し、
真剣に学業に取り組んで充実した最後の一年
を送ってほしいと思います。そして、それぞ
れが内側に大きな力を蓄えて卒業証書を手に
してくれることを切に願っております。
ご父兄の皆様、関係の皆様のご理解とご協

力をお願い申しあげ、学生部長就任のご挨拶
とさせていただきます。

大学院研究科長
鈴木　康生

このたび、大学院研究科
長の大役を拝命致しまし

た。その責務の大きさを痛感するとともに、
微力ではありますが大学院研究科の充実と発
展のために、引き続き全力を尽してまいりた
いと思っております。
近年の科学の進歩・発展はめざましいもの

があり、医学・歯学の分野でも生命科学、再
生医療、新しい医療機器・材料の開発等の研
究も進んでいます。大学においては大学院が
研究活動の基盤となり、さらに各専門分野で
の幅広い研究がなされます。本学大学院にお
いても、これまでの研究成果をもとに、より
一層の活性化を推進していきたいと思います。
平成17年度からは、大学院は新しい組織と

なり、4領域・19専攻科で学際的な研究が発
展するよう編成されました。また教育面では
平成16年度から新しい授業計画にもとづきカ
リキュラム編成がなされ、実施されてきまし
た。2年間を1クールとして授業科目が組まれ、
必要かつ興味のあるテーマの講義を選択履修
できる体系を策定しました。今後はさらに充
実させていきたいと思います。
また、一人でも多くの優れた大学院生を確

保して大学院定員の充足をはかり、活性化に
繋げていくことも現在、重要な課題となって
おります。
本学大学院の充実と発展のために、担当教

員の先生方のご協力を頂くとともに、ご父兄、
同窓の皆様にはご理解とご指導、ご鞭撻のほ
ど何卒宜しくお願い申し上げます。
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新任教授紹介

歯学部 口腔衛生学講座
廣瀬　公治

この度、伝統ある奥羽大
学の一員となることができ

ました。これもひとえに先輩諸先生の温かい
ご支援があったからこそと、深く感謝して
おります。
私は明海大学大学院で口腔微生物学を専攻

し、主に歯周病原性細菌が及ぼす宿主の免疫
応答に関する研究を行ってきました。そして、
口腔微生物学の基礎的研究から得た技能や知
見を、口腔疾患の集団予防を考究する口腔衛
生学のフィールドで応用したく、北海道医療
大学で研究を続けてきました。その間、成人
集団における歯周病原性細菌線毛検出頻度の
検索、歯周病原性細菌のヒト歯肉組織への付
着機構の解明などを手がけてきました。
さて、近年の歯科医学教育方法が講義主体

の「伝授型」からPBLチュートリアルのよう
な「問題解決型」にシフトしていると言われ
ています。しかし、どのようにその型が変化
しようとも、本学の建学の精神「豊かな人間
性を育成する」は不変であります。
「環境は人を造る」といいます。私は、ま

ず自らが豊かな人間性を持つべく、平日は本
学キャンパスのすばらしい庭園にある木々や
草花を愛でながら、また休日は福島の海川で
釣り糸を垂れながら、それぞれが恵まれた環
境の中に自分を置くことでその陶冶に努めた
いと思います。
これからは率先垂範、すばらしい教室員と

力をあわせ、口腔衛生学講座の教育と研究を
着実に充実、進展させることで、本学の発展
に貢献すべく微力ながら力を尽くす所存でご
ざいます。今後とも皆様のご指導、ご鞭撻の
程、よろしくお願い申し上げます。

薬学部 薬品製造化学
曽根　孝範

3月30日に社長主催の送
別の宴を最後に、31年間の

会社生活に別れを告げ、郡山に参上しました。
生まれは柴又帝釈天の近くの小岩、東京大学
薬学部～博士まで薬品製造化学を専攻しまし
た。入社した旭化成の勤務地は宮崎県延岡市、
宗兄弟の全盛期で、マラソン、駅伝の強さは
抜群でした。芋焼酎の洗礼も受けました。ド
ラックデザイン～有機合成～活性スクリーニ
ングのサイクルをまわす創薬探索研究を行
い、今年の日本薬学会創薬科学賞を賜った
Rhoキナーゼ阻害剤エリル（くも膜下出血後
の脳血管攣縮治療薬）を発明しました。1987

年東京日比谷に移り、脳神経外科領域の臨床
開発を任され、夜の銀座によく出没しました。
安全性にヒヤヒヤしながら、プラセボ対照の
二重盲検を成功させ、なんとか1995年に厚生
省よりエリルの製造承認をいただきました。
同年、伊豆大仁に単身島流しとなり、地酒

菊源氏の旨さを知りました。製剤研究所長を
拝命、DDS研究の難しさを痛感し、結局、
ICHに追いつくようGMP整備に没頭しまし
た。最後の2年は神田で、薬事法改正に向け、
信頼性保証部長、総括製造販売責任者として、
品質保証（GQP）と安全性管理（GVP）を担
当しました。
創薬科学をスタートからゴールまで担当す

るのは稀なことですし、技術屋として経験し
なかったのは、MRと工場長程度です。民間
企業での研究開発はもちろん、企業組織の一
員としてのいろいろな体験を、本大学での職
務にうまく生かすことができ、結果としてす
ばらしい薬剤師を育てることができればと思
っております。



（16） 奥　羽　大　学　報

薬学部 微生物学
岩間　正典

本年4月1日（土）に薬学部
教授として任用されました

岩間です。よろしくお願いいたします。主と
して微生物学分野の科目を担当いたします。
最近は新興・再興感染症の増加や検出技術の
進歩などにより、微生物学の重要性が見直さ
れて来ていることをひそかに喜んでいます。
私は星薬科大学に長く在職したあと、ここ

5年近くは長岡高専で生化学分野を教えてい
ました。しばらくぶりの薬学に戻ってみれば、
6年制がスタートし、また奥羽大学を含めて
多くの新設校ができて、かなり厳しい状況に
なっていることを痛感しています。今年の薬
剤師国家試験の合格率は大幅に低下し、すで
に合格者総数の抑制が始まったかのようで
す。充分な基礎学力の涵養と国試対策とはな
かなか相容れない部分がありますが、高専で
の経験を踏まえて、成果の上がる講義にする
べく努力したいと思っています。
研究面ではリボヌクレアーゼを中心とした

加水分解酵素の構造・活性相関研究を続けて
います。RNA研究そのものは今流行ですが、
RNA分解酵素研究はかなり地味な分野です。
ただ中には、抗腫瘍作用などの生理活性があ
るものがあります。最近新規酵素を見つけま
したので、その生理活性にも期待していると
ころです。同じ分野の教員と共同研究を積極
的に進め、研究の効率を高め、幅を広げてい
くつもりです。
今まで2ヶ所の学校の教員を経験していま

すが、奥羽大学にはまた別の特徴があり、ま
だ戸惑う部分が多々あります。早く慣れて授
業・研究以外にも多くの寄与ができるよう頑
張っていく所存ですので、よろしくお願いい
たします。

薬学部 機能形態学
石幡　　明

4月上旬、東北道を北か
ら郡山に向かうと、福島あ

たりで雄大な吾妻小富士が現われ、山腹に雪
うさぎと呼ばれる残雪がきれいにのぞめまし
た。福島に帰ってきたと実感する瞬間ですが、
雪うさぎはゴールデンウィーク、田植えの頃
に出現していたように記憶しています。これ
も異常気象のせいなのでしょうか。
十数年間にわたり雪国山形に住みました

が、今年の冬は、記録的な寒さと積雪でした。
車に乗るには、まず雪に埋もれた車の雪かき
からはじめます。雪は駐車場の片隅に積み上
げていきます。早朝、除雪車が道路の両側に
雪と氷の塊をごろごろと寄せていきますか
ら、駐車場から道路に出るところも片づけな
くてはなりません。30分や1時間はすぐに経
ってしまい、冷えていた身体もぽかぽかと汗
ばむほどになります。
ところで、郡山の緯度はサンフランシスコ

とほぼ同じです。この4月から本学薬学部で
機能形態学等を担当することになりました。
まず頭に浮かんだのが郡山はあたたかい街だ
ろう、もう雪かきいらないなあ、ということ
でした。住んでみて感じたのは、猪苗代湖と
郡山の関係が、ミシガン湖とそこを渡った風
が吹き抜ける“Windy City”シカゴにより近
いことです。自然、風土が人を育むといいま
す。学生ひとりひとりの能力を開花させ、自
ら積極的に学び社会に貢献できる人材を育て
ていく一助になれればと願っています。
【略歴】福島高校、東北大学医学部卒、山形
県立中央病院等で臨床研修後、山形大学医学
部で基礎医学研究（薬理学、生理学）。1994

年～96年Indiana大学およびVanderbilt大学医
学部留学。日本薬理学会、生理学会、基礎老
化学会、国際心臓研究学会、心脈管作動物質
学会等に所属。薬理学会学術評議員。
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薬学部 薬理学
荒井裕一朗

平成18年4月より本学薬
学部でお世話になることに

なり、大変うれしく思っています。担当は薬
理学分野です。私は薬学部学生時代での卒業
実習では薬理学教室を選びました。その理由
は、薬理学が苦手だったので国家試験受験の
ためにが目的でした。その後、大学院でも薬
理学を専攻してしまいましたが、薬理学の面
白さを覚えました。当初は炎症と抗炎症の研
究に携わりました。のちに、テーマは大きく
変わり、モノアミン酸化酵素の生化学的な研
究でした。ちょっとした縁で、スウェーデン
王国のウメオ大学、ヨーテボリ大学、ウプサ
ラ大学で研究する機会が出来まして、そこで
種々の神経精神疾患にモノアミン酸化酵素が
絡んでいることを学び、それ以来、これに行
動薬理学を加えた研究を続けています。

3月下旬に郡山に参りまして、第一印象は
寒いことです。このくらい寒いほうが教育研
究には適しているのでしょうか、とスウェー
デンでの生活を思い出しました。
昔の医療やくすりに対する考え方と現在と

では大きく異なり、最近の医学薬学の進歩の
すばらしさには驚きを感じます。特に手技や
機器の進歩のほか、患者様を主体に医療を行
う姿勢であるソフト面が大きな違いのひとつ
と思われます。本薬学部にとって本学は幸い
にも歯学部、附属病院を有します。この利点
を活用し、将来、本学が有能な薬剤師を輩す
るばかりではなく、本学が、本学出身者が医
療分野でのすばらしい発信源、重要拠点とな
るようにその一助となればと考えておりま
す。よろしくお願いします。

薬学部 薬理学
米原　典史

はじめまして、薬理学分
野の米原典史です。私のプ

ロフィールを簡単に紹介させていただきま
す。生まれ育ったところは鳥取県倉吉市です。
熊本大学薬学部そして修士課程（薬物学教室）
修了後、大阪大学大学院医学研究科博士課程
（第一薬理学教室）に進み、関西の地で研究
活動のスタートをきりました。
当時は神経情報伝達物質と受容体に関わる

研究が華やかなりし頃でしたので、私に与え
られた研究課題はアセチルコリンの定量法を
確立することでした。この結果を元に“前シナ
プスアセチルコリン受容体に関する研究”で
学位を取得しました。阪大歯学部に職を得る
ことになり、それ以来27年近く、口腔領域で
は、重要な症状の一つである“痛みと炎症”
に研究テーマを定め、主に薬理学的、生化学
的手法を用い研究ならびに教育を行ってまい
りました。縁あり、生まれて初めての東北、
ここ郡山の奥羽大学の薬学部で最後の教員生
活をおくることになりました。薬学部でスタ
ートした私の教育、研究生活は、医学部、歯
学部と移り、振り出しに戻ったことになりま
す。少しでも薬学教育のお役に立てれば幸い
です。
熊本時代は、九州の山々を登ることが楽し

みでした。ここ郡山周辺にも美しい山々（安
達太良山、磐梯山、尾瀬）が連なっています
ので、時間を見つけて登りたいと思っており
ます。三月下旬、引越し早々春雪に見舞われ
ました。地面から吹き上げる風雪にただただ
驚きました。これからどのような四季を体験
できるか怖くもあり楽しみでもあります。し
ばらくは、ニューヨークの留学時代に戻り、
単身生活です。
よろしくお願いします。
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平成18年度教学関係人事

〈歯学部講座主任〉

〈歯学部学年主任及びクラス担任〉

クラス担任�主　　任�学年�

青　木　　　潔�
栗　城　源　一�
岩　崎　高　敏�
伊　原　禎　雄�

�
小　畑　良　夫�
斉　藤　　　博�
中　川　敏　浩�

�
金　　　秀　樹�
遊　佐　淳　子�
岡　田　英　俊�

�
山　崎　信　也�
板　橋　　　仁�
佐々木　重　夫�

�
佐　藤　　　純�
清　野　晃　孝�
竹　内　　　操�

�
高　田　　　訓�
福　井　和　徳�
島　村　和　宏�

鈴　木　陽　典�
�
�
�
�

浜　田　節　男�
�
�
�

横　瀬　敏　志�
�
�
�

鈴　木　康　生�
�
�
�

大　野　　　敬�
�
�
�

鎌　田　政　善�

１�
�
�
�
�
２�
�
�
�
３�
�
�
�
４�
�
�
�
５�
�
�
�
６�

生 体 構 造 学
口腔病態解析制御学
口腔機能分子生物学
生 体 材 料 学
口 腔 衛 生 学
歯 科 保 存 学
歯 科 補 綴 学
診 療 科 学
口 腔 外 科 学
成 長 発 育 歯 学
放 射 線 診 断 学

伊藤　一三
福岡　　章
堀内　　登
長山　克也
廣瀬　公治
横瀬　敏志
清野　和夫
鎌田　政善
大野　　敬
鈴木　康生
鈴木　陽典

学 科 � ４　年�

英 文 �

仏 文 �

�
日 文 �

Ｅ　　石川　勝久�

Ｆ　　江島　宏隆�

Ｊ１　加藤　幸一�

Ｊ２　田村　嘉勝�

〈文学部科長〉

〈文学部クラス主任〉

野　島　浩　史�
藤　井　 　一�
小　谷　政　晴�
山　本　正　雅�
堀　江　　　均�
岩　木　和　夫�
伊　藤　頼　位�

�
小　畑　俊　男�
押　尾　　　茂�
柏　木　良　友�

クラス担任�

野　沢　幸　平�
�
�
�
�
�
�
�

高　橋　朋　子�

主　　任�

１�
�
�
�
�
�
�
�
２�

学年�

〈薬学部学年主任及びクラス担任〉

共 通 教 科 主 任
英 語 英 文 学 科 長
フランス語フランス文学科長
日本語日本文学科長

越中　　優
南　　鉄男
藤井　史郎
田村　嘉勝
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客員教授・非常勤講師

〈歯学部〉

客員教授
●　継続

保 存 修 復 学
有 床 義 歯 学 Ⅱ
口腔病理学・臨床口腔病理学
病 態 生 化 学
口 腔 生 理 学
オーラルメディシン
臨 床 歯 科 学
法 医 学

非常勤講師
●　新規

オーラルメディシン
〃

保 存 修 復 学 実 習
〃
〃
〃

有床義歯学Ⅰ・Ⅱ実習
高 齢 者 歯 科 学
歯 科 矯 正 学 実 習
美 術
法 学

●　継続

経済学・国際関係論
日 本 語 表 現 論
解剖学・解剖学実習
口 腔 組 織 学 実 習
口 腔 生 化 学
口 腔 生 理 学 実 習
口 腔 病 理 学
口 腔 細 菌 学 実 習

〃
歯科薬理学・歯科薬理学実習

〃
〃

歯 科 理 工 学 実 習
歯科理工学・歯科理工学実習
歯 科 理 工 学 実 習

田上　順次
石橋　寛二
二階　宏昌
山田　　正
山本　　隆
川島　　康
糸瀬　正通
水口　　清

山根　源之
外木　守雄
松岡　哲明
田島　直人
塩崎　洋堂
佐藤　正文
浅井　政一
阪口　英夫
大原　尚明
新井　　浩
土井　美徳

長峯　英樹
竹田　晃子
佐藤　功二
大桶　志延
石井　哲郎
辻　　　満
高田　　隆
平山　順邦
泉福　英信
沼倉　博人
高橋　顕仁
小川　勝弘
熊倉　　学
覚本　嘉美
泉　　俊郎

口腔衛生学・口腔衛生学実習
〃
〃
〃

口 腔 衛 生 学 実 習
歯周病学・歯周病学実習

〃
〃

歯 内 療 法 学 実 習
〃
〃

冠 橋 義 歯 学 実 習
〃
〃

冠 橋 義 歯 学 Ⅱ
有床義歯学Ⅰ・Ⅱ実習
歯 科 補 綴 学 総 論
臨床実習（シミュレーション）

〃
〃

顎 口 腔 外 科 学
顎口腔外科学・口腔外科臨床実習

〃
隣 接 医 学
小 児 歯 科 学 実 習

〃
〃

歯科矯正学・歯科矯正学実習
歯 科 矯 正 学 実 習

〃
放射線診断学・歯科放射線学臨床実習

〃
〃
〃

オーラルメディシン
〃

〈文学部〉

非常勤講師
●　新規

中国語Ⅱ（中級）
中 国 語 Ⅲ
中 国 語 Ⅳ

中川　正晴
大澤　武雄
菊地　正樹
天野三榮子
相馬　親良
岡村平八郎
関戸　幹夫
津田　忠政
佐藤　　克
山崎　信夫
山田　眞義
加藤　　崇
吉田　展也
小野O 裕
赤川　安正
島O 伸子
井上　昌幸
菊池　利也
森川　公博
佐熊　　研
椎木　一雄
宮島　　久
澤　裕一郎
伊藤　　健
國崎　幸史
金子　知弘
原　　憲司
田辺　俊昭
荻野　　久
田所　生利
笹野　高嗣
丸茂　町子
櫻井　　孝
小林富貴子
片桐　重雄
小林　　博

安藤　好恵
赤松美和子
〃
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西 洋 史 概 説
●　継続

ア メ リ カ 文 学 史
日 本 語 学 講 義
卒 業 研 究
日 本 語 学 講 読 Ⅱ
日 本 語 学 演 習 Ⅱ
日 本 語 概 説
日 本 文 学 演 習 Ⅰ
書 道 演 習 Ⅰ
書 道 演 習 Ⅱ
マス・メディア論Ⅱ
美 術 史
比 較 文 化 論 Ⅰ
ラ テ ン 語
西洋古典文学概説
マス・メディア論Ⅰ
言 語 学 概 論
ユ ダ ヤ 史
比 較 文 化 論 Ⅱ
資 料 組 織 演 習
学習指導と学校図書館（前）

〈薬学部〉

非常勤講師
●　新規

法 学
有 機 化 学 Ⅲ
薬 品 製 造 学 実 習

●　継続

倫 理 学
科 学 と 哲 学
現 代 経 済 論
西 欧 文 化 論
く す り と 法
日 本 語 表 現 論
英 語 Ⅰ
英 語 Ａ
英 語 Ｂ
情 報 科 学
情 報 科 学 実 習
有 機 化 学 Ⅰ
有 機 化 学 Ⅱ

土井　美徳

中野富士雄
佐藤　宣男
竹田　晃子
〃
〃
〃

後藤　康二
加納　雅弘
千葉　敏勝
伊藤　裕顕
磯崎　康彦
〃

古川　英明
〃

三木　賢治
千種　眞一
中村　青生
〃

矢野　光雄
〃

稲庭　恒一
加藤　國基
〃

末永　恵子
小笠原正薫
小沼　宗一
中村　青生
小松　　進
佐藤　宣男
中村富士雄
福冨　靖之
〃

加藤　勝洋
〃

加藤　國基
〃

人　事

＜指定職選任＞

天野　義和 歯 学 部 長 4月1日付

青木　義孝 文 学 部 長 〃

清野　和夫 附 属 病 院 長 〃

鈴木　陽典 歯学部学生部長 〃

加藤　幸一 文学部学生部長 〃

鈴木　康生 大学院研究科長 〃

＜異　動＞ 旧　　　　 新

宮澤　忠蔵 4月1日付

杉田　俊博 〃

増子　弘信 4月12日付

＜昇　任＞ 旧　　　　 新

福井　和徳 4月1日付

島村　和宏 〃　　 〃　　　　　〃

石田　喜紀 〃

石原誠一朗 〃

黒田　栄子 〃　　 〃　　　　　〃

田中　　久 〃　　 〃　　　　　〃

＜昇　格＞ 旧　　　　 新

箱崎　秀勝 4月1日付

山田　　博 〃

坂本　新一 4月12日付

＜兼　任＞

山森　徹雄 4月1日付

教　　　授
口腔衛生学

助 教 授
口腔外科学

総 務 部 長
総 務 部

講 師
成長発育歯学

助 手
生体材料学

附 属 助 手
附 属 病 院

守 衛
総　務　部

技 術 職 員
総　務　部

総 務 課 長
総　務　部

助 教 授
歯科補綴学

教　　　授
生体材料学

病院助教授
附 属 病 院

図書館事務長
図書館事務部

助　教　授
成長発育歯学

講 師
生体材料学

病 院 講 師
附 属 病 院

守 衛 主 任
総　務　部

技 術 主 任
総　務　部

総 務 部 長
総　務　部

病 院 教 授
附 属 病 院
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山崎　信也 4月1日付

菊井　徹哉 〃

川合　宏仁 〃　　　　　〃

高録　伸郎 〃

白井やよい 〃　　　　　〃

渋澤　洋子 〃　　　　　〃

小板橋　勉 〃　　 〃　　　　　〃

影山　勝保 〃　　　　　〃

松山　仁昭 〃　　　　　〃

＜任　用＞

歯学部

廣瀬　公治 教　　　授 口腔衛生学 4月1日付

中　　貴弘 助　　　手 歯科保存学　　　〃

永田　智久 〃　　 歯科補綴学　　　〃

茂呂祐利子 〃　　 生体構造学　　　〃

龍方　一朗 〃　　 生体材料学　　　〃

秋葉　祐輔 病 院 助 手 附 属 病 院　　　〃

江口　和彦 〃　　 〃　　　　　〃

大野　敦司 〃　　 〃　　　　　〃

大道　美穂 〃　　 〃　　　　　〃

加藤　智也 〃　　 〃　　　　　〃

加藤　史仁 〃　　 〃　　　　　〃

熊野　裕仁 〃　　 〃　　　　　〃

黒田　知英 〃　　 〃　　　　　〃

小磯　和夫 〃　　 〃　　　　　〃

近藤　　麗 〃　　 〃　　　　　〃

笹原　麻美 〃　　 〃　　　　　〃

関　　宗浩 〃　　 〃　　　　　〃

関根　貴仁 〃　　 〃　　　　　〃

G崎　俊輔 〃　　 〃　　　　　〃

田辺　理彦 〃　　 〃　　　　　〃

中島　宗隆 〃　　 〃　　　　　〃

中村　真治 〃　　 〃　　　　　〃

助 教 授
口腔外科学

講 師
歯科保存学

講 師
口腔外科学

助 手
歯科保存学

助 手
歯科補綴学

助 手
口腔外科学

助 手
診 療 科 学

助 手
成長発育歯学

病 院 教 授
附 属 病 院

病院助教授
附 属 病 院

病 院 講 師
附 属 病 院

林　　由季 病 院 助 手 附 属 病 院 4月1日付

早田　幸夫 〃　　 〃　　　　　〃

東田　大輔 〃　　 〃　　　　　〃

松村　奈美 〃　　 〃　　　　　〃

松本　一文 〃　　 〃　　　　　〃

森川　拓哉 〃　　 〃　　　　　〃

森本　　光 〃　　 〃　　　　　〃

薬学部

曽根　孝範 教　　　授 薬品製造化学 〃

岩間　正典 〃　　 微 生 物 学　　　〃

石幡　　明 〃　　 機能形態学　　　〃

荒井裕一朗 〃　　 薬　理　学　　　〃

米原　典史 〃　　 〃　　 〃

林　　茂寛 助　教　授 〃　　 〃

多田　　均 〃　　 医療薬剤学　　　〃

宮嶋　勝春 〃　　 物理薬剤学　　　〃

志村　紀子 講　　　師 放 射 化 学　　　〃

倉本　敬二 〃　　 医療薬剤学　　　〃

大越絵実加 助　　　手 薬　学　部　　　〃

勝山　　壮 〃　　 〃　　　　　〃

八巻　史子 〃　　 〃　　　　　〃

方波見幸治 〃　　 〃　　　　　〃

佐藤　留美 〃　　 〃　　　　　〃

村田　篤信 〃　　 〃　　　　　〃

江原　潤平 〃　　 〃　　　　　〃

小野　哲也 〃　　 〃　　　　　〃

熊本　隆之 〃　　 〃　　　　　〃

長嶋　友美 〃　　 〃　　　　　〃

渡邉　由香 〃　　 〃　　　　　〃

＜採　用＞

齋藤ゆかり 電話交換手 総　務　部 4月1日付

国分　大樹 技 術 職 員 〃　　　　　〃

二瓶　大樹 〃　　 〃　　　　　〃

小林由希江 歯科衛生士 看　護　部　　　〃

鈴木　美香 〃　　 〃　　　　　〃

市川恵太郎　　　　　植木　隆一
小野　勇太　　　　　金子　友紀
城戸　政彦　　　　　熊野　仁也
桑波田耕円　　　　　小柴　裕二
小林　克紀　　　　　齋藤　　修

＜平成18年度臨床研修歯科医師＞
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＜学報編集委員＞�

　　　　委員長　清水　秋雄�
　　　安藤　　勝　　　江島　宏隆　　　遠藤　　進　　　太田彌一郎�
　　　菊池美奈子　　　清浦　有祐　　　小池　勇一　　　小林　克也�
　　　坂本　新一　　　佐藤　安宏　　　千葉　　有　　　辻　　康哲�
　　　野島　浩史　　　深沢　行雄　　　増子　文夫�

萎澤　綾子　　　　　鈴木　　淳
高橋　進也　　　　　高橋　良治
田中　慎一　　　　　土田　雅人
時田　将吾　　　　　仲里　耕治
西村　幸造　　　　　野井　晃正
夫津木詩乃　　　　　増井　健志
増井　友美　　　　　宮内　　護
e田まさえ 横山　勝由
渡部　卓希

慶　弔

＜訃　報＞

慎んでお悔やみ申し上げます。
●総務部　坂本　新一
義母　香西　ヒサ　殿（81歳） ４月17日

篠島　美香　　　　　鈴木　智大
谷口　幸平　　　　　田沼　裕志
土田　雄太　　　　　永山　晃之
奈良　克洋　　　　　南條章太郎
山内　貴子　　　　　依光　高志
若杉　洋平　　　　　和田　裕一
渡辺　　聡　　　　　渡辺　広一
秋元　周一　　　　　安藤　善亮
猪狩　道代　　　　　石橋　洋幸
伊東　秀人　　　　　井上　恵理
岩木　佑介　　　　　岩坪　敬宗
大川内雅哉　　　　　大河原千恵
太田　麻生　　　　　荻生　丈徳
小野田俊介　　　　　加川千鶴世
木暮　昌卓　　　　　齋藤　綱太
坂巻　　徹　　　　　佐藤　　潤
佐野しおり　　　　　篠田　奈々


